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ふるさとの
水辺が危ない
利根川・印旛沼をはじめとする豊かな水辺を数多くもつ成田。絶滅が心配される希少魚類
も生息するふるさとの水辺に、最近異変が起きているという。全国各地で外来魚問題を引き
起こしてきたブラックバス。最近、印旛沼周辺を騒がせているカミツキガメ。そして新たな
侵入者であるアメリカナマズ。これら移入種の出現により、成田の水辺の生態系が破壊の危
機に瀕しているというのだ。新たな侵入者が、いつ、どのように入り、どんな影響を与えて
いるのか、問題発生の現場を追ってみた。

成田の生態系を脅かす移入種

ブラックバス
【Micropterus salmoides】
北米原産。1925年に芦ノ湖に移入
された。釣りの対象魚としての人気
が高く、その後全国の河川や湖沼に、
知らぬ間に放流された。小型魚類を
食い荒らすため各地で問題となって
いる。

アメリカナマズ
【Icalurus punctatus Rafinsque】
アメリカ合衆国原産。ミシシッピー川流域
に多く生息し、養殖も盛んに行われている。
雑食性で、１ｍ以上に達するものもある。卵
がふ化するまで雄親が保護する習性がある。
利根川水系のナマズは、昭和57年に埼玉県の
養殖場から逃げ出したものが繁殖したものと
考えられている。

カミツキガメ
【Chelydra serpantina】
北・中南米原産。大型の淡水性カメで、
甲羅の長さが40～50cmに成長する。大き
な口と鋭いつめをもち、目の前のものに
かみつく習性があることから、この名前
が付けられている。動物愛護管理法で危
険動物に指定されており、飼育には許可
が必要となる。
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（沼全域） 

（沼全域） 
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江川 

ギバチ
河川の上流部に生息。体長は12～25cmで昼
間は物陰などに潜み、夜間に活動して水生昆
虫などを捕食する。千葉県ＲＤＢの重要保護
生物で、国の絶滅危惧

ぐ

類にも挙げられている。
市の調査では2地点で生息が確認された。

メダカ
水田や用水路、流れの緩やかなとこ
ろに生息。千葉県ＲＤＢの重要保護生
物で、国の絶滅危惧類にも挙げられて
いる。市の調査では7地点で生息が確
認された。

千葉県の保護上重要な野生生物
（千葉県レッドデータブック＝千葉県ＲＤＢ）

「生物多様性の確保」という観点から、県内における

絶滅の恐れのある野生動植物の現状と保護のあり方を示

したもの。法的規制などの強制力は伴わない。

成田に生息する希少魚類

キンブナ
平地の川や沼地に生息。体高は低く、体
色は黄褐色または赤褐色。雑食性で、特に
水底にいる昆虫類を好んで食べる。千葉県
ＲＤＢの要保護生物。市の調査では2地点
で生息が確認された。

希少魚類と移入種の生息分布
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印
旛
沼
周
辺
で

捕
獲
作
戦

昨
年
、
印
旛
沼
近
く
で
日
本
で
初
め
て
カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ
の
繁
殖
が
確
認
さ
れ
た
。
以
来
、

テ
レ
ビ
や
新
聞
に
頻
繁
に
登
場
。
繁
殖
地
の
佐
倉
市
で
は
、
再
放
流
を
禁
止
す
る
条
例
を
作

る
ほ
ど
深
刻
な
問
題
に
発
展
し
て
い
る
。
そ
の
発
見
者
で
、
カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ
研
究
の
第
一
人

者
で
あ
る
小
林
頼
太

ら

い

た

さ
ん（
東
京
大
学
大
学
院
生
）が
、
市
内
の
印
旛
沼
水
域
で
生
態
調
査
を

実
施
し
た
。
本
紙
で
は
こ
の
調
査
に
密
着
取
材
を
敢
行
。
成
田
に
お
け
る
カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ
の

実
態
を
探
っ
て
み
た
。

今回の調査ポイント
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カミツキガメ

成田では珍しいイシガメも

（注）小林さんが調査中のため、甲羅に印の付
いたカメは捕獲しないようご協力をお願
いします。

江川河口付近

捕獲網を回収する小林さん
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９
月
２
日
、
正
午
。
小
林
さ
ん
の
ワ

ゴ
ン
車
が
、
待
ち
合
わ
せ
の
甚
兵
衛
公

園
に
到
着
。
早
速
、
市
内
の
発
見
情
報

を
説
明
し
、
最
初
の
調
査
地
点
、
北
須

賀
甚
兵
衛
機
場
へ
。

素
早
く
胴
長
姿
に
な
っ
た
小
林
さ

ん
、
車
か
ら
捕
獲
用
の
網
と
餌
を
取
り

出
す
と「
餌
は
近
所
の
魚
屋
か
ら
も
ら

い
ま
す
」と
、
半
分
腐
っ
た
カ
ツ
オ
の

頭
を
網
の
中
に
取
り
付
け
た
。
そ
の
に

お
い
に
顔
を
背
け
る
記
者
を
横
目
に

「
こ
れ
が
い
い
ん
で
す
」と
自
信
た
っ
ぷ

り
の
表
情
で
沼
の
中
へ
。

第
２
地
点
は
水
産
セ
ン
タ
ー
下
の
印

旛
沼
。「
こ
れ
ま
で
の
調
査
か
ら
、
カ

ミ
ツ
キ
ガ
メ
の
活
動
範
囲
は
意
外
に
狭

く
、
半
径
１
０
０
ｍ
く
ら
い
の
中
で
暮

ら
し
て
い
る
よ
う
で
す
」と
小
林
さ
ん
。

１
地
点
に
２
枚
の
網
を
設
置
し
な
が
ら

第
３
地
点
の
江
川
河
口
へ
。
各
地
点
で

機
器
の
数
値
を
メ
モ
。
聞
い
て
み
る
と

水
温
を
測
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
ど

印
旛
沼
周
辺
に

18
枚
の
捕
獲
網
を
設
置

の
地
点
も
25
度
前
後
で
あ
っ
た
。

第
４
、
５
地
点
は
江
川
中
流
域
。

「
前
年
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
在
来
種
の

カ
メ
が
多
く
、
水
質
も
い
い
の
で
カ
ミ

ツ
キ
ガ
メ
が
一
番
い
そ
う
な
と
こ
ろ
で

す
」。
目
の
前
を
盛
ん
に
通
過
す
る
車

も
、
写
真
撮
影
を
し
な
が
ら
の
調
査
に

皆
興
味
を
示
し
て
い
る
よ
う
だ
。
捕
獲

用
の
網
は「
伊
勢
エ
ビ
用
の
網
を
改
良

し
た
も
の
で
す
」と
の
こ
と
。

第
６
、
７
地
点
は
大
竹
地
先
の
水
路

と
印
旛
沼
。
特
に
沼
は
水
質
が
良
く
、

「
生
息
環
境
は
い
い
」と
小
林
さ
ん
。

午
後
６
時
。
夕
闇
が
迫
る
中
、
第

８
、
９
地
点
の
下
方
地
先
の
印
旛
沼
と

中
央
水
路
へ
。
こ
の
日
、
全
部
で
９
地

点
18
枚
の
網
を
設
置
し
た
。

９
月
３
日
、
午
前
６
時
。
第
６
、
７

地
点
か
ら
引
き
上
げ
開
始
。
水
路
で
は

何
も
捕
れ
な
か
っ
た
が
、
印
旛
沼
で
は

４
匹
の
ク
サ
ガ
メ
を
捕
獲
。「
カ
メ
は

研
究
室
に
持
ち
返
り
、
甲
羅
に
印
を
付

早
朝
か
ら
回
収
を
開
始

け
て
同
じ
場
所
に
放
し
ま
す
」と
、
専

用
の
網
に
入
れ
車
に
積
み
込
ん
だ
。

第
１
地
点
は
、
何
も
捕
れ
ず
。

第
２
地
点
は
、
ク
サ
ガ
メ
５
匹
。
目

当
て
の
カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ
が
捕
れ
ず
、
あ

せ
る
記
者
に
対
し
、
小
林
さ
ん
は「
い

た
ら
困
る
ん
で
す
」と
笑
顔
。

第
４
、
５
地
点
。
小
林
さ
ん
が
最
も

生
息
の
可
能
性
を
抱
い
て
い
る
場
所
で

あ
る
。
期
待
ど
お
り
、
第
４
地
点
の
最

初
の
網
に
は
在
来
の
カ
メ
が
９
匹
。
し

か
し
、
カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ
の
姿
は
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
次
の
網
で
事
件
は
起
こ

っ
た
。
最
高
の
生
息
条
件
の
水
域
へ
置

い
た
網
が
食
い
破
ら
れ
て
い
た
の
だ
。

カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ
か
、
と
い
う
記
者
の
問

い
か
け
に「
そ
の
可
能
性
は
あ
る
が
断

定
は
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
大
き
な
生
き

物
が
網
に
入
っ
た
こ
と
は
確
か
で
す
」。

小
林
さ
ん
に
よ
る
と
、
江
川
は
大
繁
殖

し
て
い
る
佐
倉
市
の
川
に
非
常
に
環
境

が
似
て
い
る
と
い
う
。
続
く
第
５
地
点

で
は
、
26
匹
の
ク
サ
ガ
メ
を
捕
獲
。

第
３
地
点
で
は
、
ク
サ
ガ
メ
11
匹
。

依
然
カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ
は
捕
獲
で
き
な
い
。

在
来
の
カ
メ
の
多
さ
に
つ
い
て
質
問

す
る
と
、「
数
が

多
す
ぎ
る
こ
と

は
、
本
来
の
生

態
系
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
て
い

る
証
拠
か
も
し

れ
ま
せ
ん
」。
生
態
系
に
お
け
る
カ
メ

の
役
割
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
調
べ

る
課
題
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

最
後
の
調
査
地
点
で
あ
る
第
８
、
９

地
点
へ
。
こ
こ
で
は
今
回
初
め
て
ミ
シ

シ
ッ
ピ
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ（
ミ
ド
リ
ガ
メ
）

が
３
匹
捕
獲
さ
れ
た
も
の
の
、
カ
ミ
ツ

キ
ガ
メ
は
と
う
と
う
捕
獲
さ
れ
な
か
っ

た
。結

局
、
今
回
の
調
査
結
果
は
、
ク
サ

ガ
メ
65
匹
、
イ
シ
ガ
メ
２
匹
、
ミ
シ
シ

ッ
ピ
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
３
匹
の
合
計
70
匹

で
あ
っ
た
。

調
査
を
終
え
た
小
林
さ
ん
に
成
田
の

カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ
の
生
息
状
況
を
聞
い
て

み
た
。

「
成
田
で
は
子
ガ
メ
の
捕
獲
情
報
は
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
、
ま
だ
繁
殖
は
し
て
い

な
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
の
は
、
成
田
で
は
密
度
が
そ
れ

ほ
ど
高
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
」。

今
後
も
成
田
に
つ
い
て
は
毎
年
調
査

を
続
け
る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
ま
ま

捕
獲
調
査
が
空
振
り
に
終
わ
る
こ
と
を

祈
る
の
み
で
あ
る
。

カミツキガメの卵
昨年に続き、こと

しの6月にも印旛沼(佐
倉市)付近の川の土手
で産卵を確認。カミ
ツキガメは1回に日本
のカメの数倍に当た
る40～60個の卵を産
む。写真の卵は9月に
かえった

ふるさとの

水辺が危ない

捕獲網を持って沼の中へ

水温を測る小林さん

第5地点で捕獲されたカメ

カメの捕獲地点を記録
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外
来
魚
か
ら

池
を
取
り
戻
せ

外
小
代

そ
と
こ
だ
い

公
園（
玉
造
）近
く
の
山
間
に

静
か
に
水
を
た
た
え
る
浅
間

せ
ん
げ
ん

池
。
広
さ

７
、
５
０
０g

の
池
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

生
き
物
が
暮
ら
す
動
植
物
の
宝
庫
で
あ

る
。
池
や
周
囲
の
自
然
は
、
地
元
の
人

た
ち
に
よ
り
大
切
に
守
ら
れ
て
き
た
。

そ
の
浅
間
池
で
、
こ
と
し
の
５
月
、

い
つ
も
の
よ
う
に
周
辺
の
清
掃
を
し
て

い
た
地
区
役
員
が
、
水
中
の
異
変
に
気

浅
間
池
に
異
変
が

付
い
た
。

以
前
は
池
の
浅
瀬
に
た
く
さ
ん
泳
い

で
い
た
メ
ダ
カ
や
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
が

ま
っ
た
く
姿
を
見
せ
な
い
の
だ
。

「
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
だ
」。
役
員
た
ち
は
、

各
地
で
話
題
に
な
っ
て
い
る『
外
来
魚

問
題
』が
、
浅
間
池
で
も
起
き
た
こ
と

に
ぼ
う
然
と
し
た
。

池
に
侵
入
し
た
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
だ
け

を
駆
除
す
る
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
の
か
。
み
ん
な
で
考

え
た
末
に
出
た
結
論
は
、
池

の
水
を
全
部
抜
い
て
ブ
ラ
ッ

池
の
水
抜
き
作
戦
を
実
行

ク
バ
ス
だ
け
を
捕
獲
す
る
方
法
だ
。

台
風
が
近
づ
く
５
月
31
日
、
区
の
役

員
や
子
ど
も
た
ち
が
見
守
る
中
、
池
の

水
抜
き
作
戦
が
開
始
さ
れ
た
。

水
位
が
下
が
る
に
し
た
が
い
、
水
の

流
出
口
近
く
の
水
面
に
小
さ
な
魚
が
集

ま
っ
て
き
た
。「
ひ
ょ
っ
と
し
て
雑
魚

か
」。
半
信
半
疑
で
群
れ
を
網
で
す
く

い
取
っ
た
役
員
の
表
情
が
、
見
る
間
に

曇
っ
た
。
す
べ
て
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
の

稚
魚
だ
っ
た
の
だ
。

水
の
無
く
な
っ
た
池
の
底
に
は
、
お

び
た
だ
し
い
数
の
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
と
、

彼
ら
の
餌
に
は
大
き
過
ぎ
る
サ
イ
ズ
に

成
長
し
た
フ
ナ
と
コ
イ
だ
け
が
横
た
わ

っ
て
い
た
。

か
つ
て
あ
れ
ほ
ど
い
た
メ
ダ
カ
や
ク

チ
ボ
ソ
、
タ
ナ
ゴ
、
ザ
リ
ガ
ニ
、
カ
ワ

エ
ビ
な
ど
の
姿
は
そ
こ
に
は
見
当
た
ら

な
か
っ
た
。

「
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
の
被
害
が
こ
れ
ほ
ど

と
は
」と
、
唇
を
か
む
役
員
。「
こ
の
池

は
ト
ン
ボ
の
楽
園
。
も
し
か
す
る
と
ヤ

ゴ
も
食
べ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ

な
い
」と
、
魚
以
外
の
生
き
物
を
心
配

す
る
役
員
も
い
た
。

今
、
池
は
水
を
た
た
え
元
の
姿
を
取

り
戻
し
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
水
中
の

生
態
系
は
破
壊
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

し
か
し
、
昔
の
豊
か
な
水
辺
を
取
り
戻

す
こ
と
は
、
区
民
だ
け
で
な
く
多
く
の

市
民
の
願
い
で
も
あ
る
。

地
元
で
は
、
昔
、
池
に
い
た
小
魚
た

ち
を
池
に
放
す
計
画
を
立
て
て
い
る
。

も
う
一
度
昔
の
池
に

浅間池（P3図参照）
平成7年に、市が水辺環境や緑地の保全を目的
に周辺を整備した。草刈りなどの管理は、松
崎区が市から委託を受けて行っている

池の中の環境にも目を届かせたいですね
松崎区長　森田昭男さん
昔は農業用のため池として使っていましたが、用水が整
備されてからは水も抜かず、自然のままの状態になって
いました。8年前、池の整備で久々に水を抜いたときは、
魚の多さにびっくりしたものです。まさかあの魚たちが
いなくなるとは思ってもみませんでした。今回のことを
きっかけに、これからは池の中の環境にも目を届かせてい
こうと、みんなで話し合ったところです。

駆除後、池の入り口には看板が設置された

水を抜いた池からブラックバスを網ですくう
地元住民。フナやコイは下の池に放流した

メダカほどの大きさのブラックバスの稚魚と
捕獲した成魚。数百匹のバスが駆除された

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス



7

何でも食べる

悪食の大食漢
利根川で大繁殖

「
釣
れ
る
の
は
ア
メ
リ
カ
ナ
マ
ズ
ば
か

り
」、「
網
を
上
げ
て
も
ア
メ
リ
カ
ナ
マ

ズ
だ
ら
け
」。
最
近
、
安
西
地
先
の
利

根
川
で
釣
り
を
す
る
人
や
、
漁
を
す
る

人
か
ら
こ
ん
な
話
を
耳
に
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
関
係
者
に
よ
る
と
、
10
年
く

ら
い
前
か
ら
利
根
川
や
印
旛
沼
で
捕
獲

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

本
当
に
そ
ん
な
に
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
早
速
、
現
地
を
訪
ね
て
み
る
こ
と

に
し
た
。
岸
辺
の
釣
り
客
た
ち
を
横
目

に
、
木
澤
政
勝
さ
ん（
安
西
）の
漁
に
同

行
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
広
々
と
し
た
利

根
川
か
ら
網
を
引
き
上
げ
る
と
、
小
ぶ

り
で
は
あ
る
が
ア
メ
リ
カ
ナ
マ
ズ
が
水

面
に
姿
を
現
し
た
。

一
日
で
30
〜
40
kg
も

千葉県内水面水産研究センター

上席研究員 梶山誠さん
ここ数年、漁業関係者からア

メリカナマズが網に絡まるとか、
ひれのとげでけがをしたといった苦

情が増えたため、ことしから本格的な調査を始めた
ところです。
この魚が在来魚にどんな影響を与えるかはまだ不
明ですが、小さな池などに放せばブラックバスと同
じことになると思います。ただ、外国産の魚だけが
問題視されていますが、ほかの場所から本来そこに
いない魚を持って来て放せば、元々日本にいる魚で
あっても、そこでは“外来魚”なんです。
生態系はそこにいる生き物たちのバランスが保た
れることによって成り立っていますから、安易に釣
った魚や飼っていた魚を、池や川に放すことは絶対
やめてもらいたいですね。

「
捕
れ
る
と
き
は
一
日
で
30
〜
40
kg
も

網
に
か
か
る
が
買
い
手
が
い
な
い
」と

木
澤
さ
ん
。
指
に
え
ら
の
と
げ
が
刺
さ

ら
ぬ
よ
う
、
注
意
深
く
ナ
マ
ズ
を
外
す

と
、
た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
川
に
投
げ

込
ん
だ
。

爆
発
的
に
増
え
て
い
る
と
い
う
ア
メ

リ
カ
ナ
マ
ズ
も
、
市
が
平
成
14
年
に
行

っ
た
動
植
物
生
息
調
査
で
は
確
認
さ
れ

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
増
え

続
け
れ
ば
、
生
息
域
が
全
市
域
へ
拡
大

す
る
の
は
時
間
の
問
題
で
あ
る
。

千
葉
県
内
水
面
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー

で
は
、
こ
の
新
た
な
侵
略
者
の
出
現
を

受
け
、
こ
と
し
か
ら
本
格
的
な
生
態
調

査
を
開
始
し
て
い
る
。

県
も
本
格
調
査
を
開
始

わ
た
し
た
ち
が
、
こ
の
移
入
種
に
対

抗
で
き
る
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
放

流
な
ど
に
よ
り
人
為
的
に
生
息
域
を
拡

大
さ
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

同
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、「
口
に
入

る
も
の
な
ら
ド
ジ
ョ
ウ
、
カ
エ
ル
、
小

ブ
ナ
、
昆
虫
と
何
で
も
食
べ
る
悪
食
の

大
食
漢
」だ
そ
う
で
、
そ
の
食
欲
と
と

も
に
、
雄
が
卵
を
守
る
と
い
う
習
性
か

ら
く
る
彼
ら
の
強
い
繁
殖
力
に
も
警
戒

が
必
要
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
ア
メ

リ
カ
ナ
マ
ズ
が
ふ
る
さ
と
の
水
辺
の
生

態
系
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
る
こ
と

は
、
だ
れ
の
目
に
も
明
ら
か
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

悪
食
で
強
い
繁
殖
力

本来そこにいない魚を持って来て放せば、
元々日本にいる魚であっても、
そこでは“外来魚”なんです。

アメリカナマズ

ア
メ
リ
カ
ナ
マ
ズ
の
ほ
か
に
ワ
ニ

ガ
メ
、
エ
ン
ゼ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ

と
、
最
近
は
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が

捕
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
話
す
木

澤
さ
ん（
安
西
地
先
の
利
根
川
で
）

ふるさとの

水辺が危ない
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世
界
中
か
ら

輸
入
さ
れ
る

生
き
物
た
ち

今
回
取
り
上
げ
た
カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ
な

ど
は
、
元
来
ペ
ッ
ト
や
養
殖
事
業
用
と

し
て
外
国
か
ら
移
入
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
生
き
物
が
年
間
ど
の
く

ら
い
外
国
か
ら
輸
入
さ
れ
て
い
る
の

か
、
空
港
を
抱
え
る
本
市
と
し
て
も
気

に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

環
境
省
の
デ
ー
タ（
下
表
）に
よ
る
と
、

全
国
で
年
間
約
４
０
０
万
頭
の
動
物

（
魚
類
を
除
く
）が
輸
入
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
内
５
割
を
ミ

年
間
推
定
４
０
０
万
頭
が

国
内
へ

ド
リ
ガ
メ
を
主
体
と
し
た
は
虫
類
が
占

め
て
い
る
が
、
同
省
で
も
正
確
な
数
量

は
つ
か
め
な
い
と
い
う
。

全
国
の
航
空
貨
物
取
扱
量
の
７
割
を

占
め
る
成
田
空
港
。
そ
の
輸
入
品
を
取

り
仕
切
る
、
東
京
税
関
成
田
支
署
に
外

来
生
物
の
輸
入
量
を
尋
ね
た
と
こ
ろ

「
課
税
業
務
の
た
め
金
額
を
重
視
し
て

い
る
の
で
、
動
物
の
数
量
は
ほ
と
ん
ど

把
握
で
き
な
い
」と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
も
、
20
万
円
以
下
の
輸
入
動
物
は
、

制
度
上
統
計
の
対
象
外
だ
そ
う
で
、
移

入
種
に
関
す
る
水
際
で
の
実
態
を
知
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

現
在
、
国
が
移
入
種
に
対
す
る
法
整

備
を
進
め
て
い
る
と
い
う
も
の
の
、
現

行
法
で
輸
入
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
の

は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
で
決
め
ら
れ
て

い
る
数
種
類
に
限
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
今
問
題
を
起
こ
し
て
い
る

の
は
、
合
法
的
に
国
内
に
持
ち
込
ま
れ

た
生
き
物
た
ち
で
あ
る
。
問
題
の
原
点

に
あ
る
の
は
こ
れ
ら
を
野
に
捨
て
て
し

ま
う
わ
た
し
た
ち
の
行
為
で
あ
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

輸
入
規
制
の
あ
る
生
き
物
は

数
種
類

分類群ごとの年間推定輸入数
（環境省ホームページより）

税関で押収された輸入が規制されているリクガメ

輸入品を厳しく検査する税関職員

移入種に対する対応方針まとまる
カメやトカゲなどの輸入を厳しく規制（環境省野生生物保護対策検討会）

移入種に関する問題は、一つはその種が国
内の生態系に悪影響を与えることが分かって
いても輸入制限ができないこと、もう一つは、
カミツキガメのような危険動物が繁殖して
も、現在は動物愛護の観点から駆除すること
ができないことである。特に印旛沼周辺の市
町村を悩ませているのが、二点目のカミツキ
ガメを駆除できない点である。
対応方針では、移入種導入を審査したうえ
で輸入を承認することや、定着しているもの
で環境への影響が大きい移入種の撲滅などが
示されている。この方針に基づき、来年には
移入種対策の新法が成立する見込みである。

移入種（外来種）による影響の事例 

移入種の事例 

〈影響の種類〉 

生物多様性への影響 人への影響 

【魚類】 

ブラックバス 
【は虫類】 

カミツキガメ 

捕食 競合・ 
駆逐 

土壌環 
境等の 
かく乱 

遺伝的な 
かく乱 

財産等 
（農林水 
産業等） 
への影響 

健康への 
影響 

□ □ □ 

■ ■ 

※アメリカナマズについては事例の記載なし 
■：国内で影響が確認されたもの 
□：（海外で影響が確認されるなど）国内でも影響を及ぼす可能性があるもの 

生態系のかく乱 

ほ　乳　類 1,188,000頭

鳥　　　類 624,000頭

は　虫　類 2,104,000頭

両　生　類 80,000頭

総　　　計 3,996,000頭

環境省ホームページより
関係部分を抜粋

国では…



9

ふるさとの自然も歴史の一つ。
移入種による自然破壊は

歴史遺産を壊すことと同じです。

●動物の愛護及び管理に関する法律
動物の虐待防止や適正な取り扱いについ
て定めた法律で、犬猫はいうに及ばず、人
が飼っているほ乳類、鳥類、は虫類に至る
まで、これを殺し、または傷つけたり遺棄
したりすると懲役や罰金に処せられる。
問い合わせ先… ・

●危険な動物の飼養及び
保管に関する条例
クマやコブラ、ワニといった危険な動物
を飼う場合の法律で、カミツキガメもこれ
らの中に入っている。飼う場合はこの法に
基づく許可が必要になる。
問い合わせ先…

●千葉県内水面漁業調整規則
この法律により、ブラックバス・ブルー
ギルを県内の河川・湖沼などへ移植するこ
とが禁じられている。違反者は懲役や罰金
に処せられる。
問い合わせ先…

カミツキガメは落し物？
日本にいない生き物なので、カミツキガ
メはペット扱いになり、逃げたものが捕獲
された場合、法律上は遺失物となる。警察
で落し物と判断されると、約半年間保管し
た後、拾い主のものとなる。通常の遺失物
とは違うので、警察で保管できないときは、
拾い主に保管委託することもある。ただし、

捨てられたペットは遺失物とはならない。
問い合わせ先…

カミツキガメが繁殖している
佐倉市では
「迷惑行為の防止に関する条例」を定め、
印旛沼で捕獲したカミツキガメの再放流を
禁止している。

【問い合わせ先】
＝佐倉保健所成田支所（126-7231）
＝県動物愛護センター（193-5711）
＝県農林水産部水産課
（1043-223-3042）
＝成田警察署（127-0110）

カメと魚の法令

移
入
種
問
題
に
つ
い
て

識
者
を
訪
ね
て
み
た

カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ
を
見
つ
け
た
ら

ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

成
田
で
も
カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ
が
捕
獲
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
が
、
今
の
法
律
は
ペ
ッ
ト
が
逃
げ
出
し

た
こ
と
を
想
定
し
て
作
ら
れ
て
い
る
た
め
、
野
生

化
し
た
も
の
の
扱
い
ま
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
い
わ
ば
想
定
外
の
事
態
が
起
こ
っ
て
い
る
わ

け
で
、
こ
れ
が
関
係
者
を
悩
ま
せ
て
い
る
よ
う
で

す
。特

に
カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ
に
つ
い
て
は
、
隣
の
佐
倉

市
で
条
例
を
作
り
ま
し
た
が
、
印
旛
沼
は
ほ
か
の

市
町
村
に
も
続
い
て
い
ま
す
か
ら
、
同
じ
水
系
で

カ
メ
の
扱
い
が
違
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
点
も
考
え
る
と
、
今
は
移
入
種
問
題
の
過
渡

期
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

現
段
階
で
は
、
み
な
さ
ん
が
カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ
を

見
つ
け
て
も
手
を
出
さ
な
い
の
が
一
番
で
す
。
見

分
け
方
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
し
っ
ぽ
が
長
く

ギ
ザ
ギ
ザ
が
あ
る
点
で
す
。

各
地
で
移
入
種
問
題
な
ど
が

起
き
て
い
ま
す
が
。

カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ
に
し
ろ
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
に
し
ろ
、

こ
う
し
た
移
入
種
が
国
内
に
定
着
し
て
何
が
問
題

か
と
い
う
と
、
彼
ら
は
日
本
の
自
然
を
変
え
て
し

ま
う
か
ら
な
ん
で
す
。
そ
れ
も
、
ど
ん
な
ふ
う
に

変
わ
る
の
か
予
測
が
つ
き
ま
せ
ん
。

ふ
る
さ
と
の
自
然
や
生
態
系
も
地
域
の
歴
史
の

一
つ
と
考
え
た
場
合
、
そ
の
中
で
わ
た
し
た
ち
も

生
活
し
て
き
た
わ
け
で
す
。
そ
の
自
然
を
壊
す
と

い
う
こ
と
は
、
大
切
に
し
て
き
た
歴
史
遺
産
を
壊

す
こ
と
と
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
移
入
種
問
題
に

ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か

問
題
と
な
っ
て
い
る
移
入
種
の
多
く
は
捨
て
ら

れ
た
ペ
ッ
ト
で
す
か
ら
、
飼
う
前
に
後
の
こ
と
を

よ
く
考
え
る
こ
と
で
す
。
一
度
野
生
化
す
る
と
、
市

民
に
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

の
場
合
、
法
的
整
備
も
含
め
行
政
が
対
策
に
乗
り

出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
わ
た
し
た
ち

の
税
金
を
使
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
分
一
人
く

ら
い
な
ら
と
、
安
易
に
ペ
ッ
ト
を
捨
て
る
行
為
が

結
局
自
分
た
ち
の
負
担
と
な
っ
て
返
っ
て
く
る
の

で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
ご
み
問
題
に
似
て

い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
移
入
種
問
題
は
市
民
に

と
っ
て「
身
近
な
も
の
」と
い
う
こ
と
を
ぜ
ひ
知
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

ま
た
、
環
境
問
題
に
関
心
を
も
っ
た
市
民
が
何

を
し
た
ら
よ
い
の
か
、
行
政
側
が
示
す
こ
と
も
大

切
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

移
入
種
問
題
に
く
わ
し
い

東
邦
大
学

長
谷
川
雅
美
助
教
授

ふるさとの

水辺が危ない

〈市からのお願い・カミツキガメは絶対に捕まえないで!!〉
今回の特集を参考にして、見慣れぬカメがカミツキガメと分かったら、絶対に手を出さないでください。動きが速く攻撃的で、かみつ
かれると大けがをします。特に頭の前に手を出すと大変危険です。捕獲も絶対しないでください。

保 動

保

水

警

警

水

保

動


